
はじめに
　何度も神に背き、裏切るような私たちでも、
神はその深い憐れみによって、悔い改めるなら
ば祝福し、実を結ばせてくださいます。だから
こそ、パウロが言うように、自分を「義のため
の道具」として献げていくのです。神は自分の
欠点だと思っているようなところでも神の戦い
の武器として用いてくださるのです。それだけ
ではなく、神はその戦いのさなかでも絶えずサ
ポートをしてくださいます。
霊の働き
　私たちの日常を支え、助けてくださるのは聖
霊です。この箇所にある「霊」は、幽霊のよう
な実態のないものではなく、目には見えなくと
も主イエスそのものを指します。肉体があると、
その働きはその時代、その場所に特定されてし
まいます。主は、インマヌエルの約束どおり、
見えない姿ではありますが、弟子たちと歩んだ
ように、私たちと共におられます。ですから、
私たちは主イエスによって奇跡的な出来事を味
わい、また聖書を通してでありますが、主イエ
スの言葉を聞いて、力をいただいているのです。
ペンテコステの日、降られたのは、主イエスの
霊であり、その一人一人に、そして全世界に、
また時代を超えて注がれ、働いてくださってい
ます。当然、私たち自身にも、それは起こって
いるのだということを忘れてはなりません。
弱い私たち
　「道具」として用いられると言われても、時
として弱気になるのが私たちです。力を失うと、

それこそ、祈ることもできなくなります。詩
編 32 編などをみると、「私が言葉もでない苦し
みの時には一日中呻き、骨も朽ち果てました」。
気力も衰え果てました」とあります。それでは
役に立ちません。その時、主は私たちを執り成
してくださるのです。
執り成し　
　聖霊は主イエスですが、なぜ弱り果てること
がないお方なのに、私たちやまた詩編の作者の
ように言葉に表せない呻き祈ることになるので
しょうか。32編の続きの祈りにこうなったのは、

「私の背きの罪」があったからだと告白してい
ます。自分が神と向き合っていないことで、踏
ん張らなければならない大事なところで勝利で
きず、「呻き苦しむ」ことになる。だから、私
たちはいつも敗北感に満ちているのです。
　主は言われました。あなたがたは世の戦いが
続くのだけれど、「勇気を出しなさい。私はす
でに世に勝っている」( ヨハネ 16:33)。なぜです
か。それはあのゲッセマネの祈りがあったから
です。主は私たちの罪を負ってくださった。だ
からそこで言葉に表せない呻きをもって執り成
されたのです。弟子たちのように眠ってしまう
のではなく、そのような時こそ、この執り成し
の祈りの言葉を聞くべきです。そして、神に愛
されている者が「ご計画に従って万事を益と
してくださる」との勝利の信仰に
立って歩めるのです。

「執り成してくださる」

「霊もまた同じように、弱い私たちを助けてくださいます。私たちはどう祈るべきかを知りませ
んが、霊自らが、言葉に表せない呻きをもって執り成してくださるからです。」

( ローマの信徒への手紙 第８章２６節・新約聖書２７９頁 )

【礼拝説教はスマホでも視聴できます】
右記のＱＲコードを読み取ってアクセス
してください。



「霊もまた同じように、弱
い私たちを助けてください

ます。私たちはどう祈るべきかを知りませんが、
霊自らが、言葉に表せない呻きを
もって執り成してくださるからで
す。人の心を見極める方は、霊の思
いが何であるかを知っておられま
す。霊は、神の御心に従って聖なる
者のために執り成してくださるか
らです。神を愛する者たち、つまり、
ご計画に従って召された者のため
には、万事が共に働いて益となるということを、
私たちは知っています。」( ローマの信徒への手
紙 8:26 ～ 28)

今週の祈り 　「これらのことを話したのは、あなたがたが
私によって平和を得るためである。あなたがた
には世で苦難がある。しかし、勇気を出しなさ

い。私はすでに世に勝っている。」(ヨ
ハネによる福音書 16:33)
　神さま、私は弱いために、時と
して祈りの言葉も出ず、祈ること
もできないような苦しみを経験し
ます。しかし、そのような私を知っ
て、主はあのゲッセマネで、私の
祈りを引き受けて執り成してくだ

さったのです。その執り成しの言葉を心に刻み、
万事が益となることを信じて歩みます。御名に
よって祈ります。アーメン。

深読みにチャレンジ ! 【神からの知恵によって生きる】
　箴言はソロモンが語った知恵の言葉を中心に構成され

ています。 ３１章から構成されていますが、 あたかも短編

を読んでいるかのように、 種々雑多な知恵の言葉が連

なっています。 ソロモンが思いつくままに語った言葉を、

そのまま筆記したのではないかと思えるほどです。

　この書このような性格上、 まとめて解説するのが難し

いため、 この欄で、 一つ一つの言葉をじっくり味わいた

いと思います。 箴言から得る知恵によって、 深みのある

生き方を学び、 よりよい人間関係を築かせていただき

たいと思います。

１　 父から子へ ・ 受け継がれるべき知恵 (1:1 ～ 9:18)

２　生活の処方箋 ・ 知っておくべき知恵 (10:1 ～ 22:16)

３　先人からの知恵 (22:17 ～ 31:31)

　　ａ 知恵ある人の言葉 (22:17 ～ 24:34)

　　ｂ ソロモンの言葉 (25:1 ～ 29:27)

　　c アグルの言葉 (30:1 ～ 33)

　　d レムエルの言葉 (31:1 ～ 31)

箴言 （１０５）
第５章８節

＊三つの違う訳を読み比べてみましょう。
◎協会共同訳　「あなたの道を彼女から遠ざけ　そ
の家の門に近寄るな。」
◎口語訳　「あなたの道を彼女から遠く離し、その
家の門に近づいてはならない。」
◎新改訳　「あなたの道を彼女から遠ざけ、その家
の門に近づくな。」

「近づくな」
　神に近づくことは難しく、神に背くことはい
つでも簡単にできてしまう。たとえて言うなら
ば、降りのエスカレーターを一生懸命上ってい
るようなイメージでしょうか。歩を止めてしま
う瞬間、降って行くように世の中の力に引きず
り込まれてしまいます。ですから、悪の誘惑の
元凶である「よその女」について、父はその知
恵を駆使して子どもに言い聞かせるように教え
ています。
　堀野三郎兄 ( 堀野兄姉のお父様 ) がアルコール
で苦しんでいた時代のことを、よく証ししてく
ださったのですが、仕事の帰り道である横浜の
野毛を歩いていると、飲み屋ののれんが「こっ
ちにおいで」と手招きするようになびくので、
それにつられてこっちで一杯、あっちで一杯、
野毛の通りを抜けるまでにはすっかり酔っ払っ
てしまうのだそうです。

　修道院に泊まることになった旅人が通された
部屋には上に小窓がありました。「絶対にあそこ
からは覗かないでください」と言って修道士が
出て行った後、気になって仕方ありません。と
うとう、机の上にイスを置き、小窓を覗いてし
まいます。するとそこには、なんと先ほどの修
道士が。そしてにんまりと笑い、「あなたは長く
我慢した方ですよ」と言ったそうです。
　そうそう誘惑に勝てるものではありません。
そこから遠ざかればいいし、近寄らなければい
いのだ、そう父は言いました。



【月曜日】◆今週のすべての集会が祝福され、救いにつながるように祈りましょう。        

【火曜日】◆教会のビジョンのため、将来の働きが祝福されるように祈りましょう。        

【水曜日】◆ 宣教福祉事業が祝福されるように祈りましょう。

聖書日課
  毎朝、決められた時間に聖書を読み、お
祈りをすることはクリスチャンの生命線で
す。この聖書日課を使って心の糧を欠かさ
ないようにしましょう。そのために最低で
も 15 分間を神との交わりのために聖別し
てください。
　朝にどうしても時間のとれない方は、昼
休みでも就寝前でもかまいません。ぜひ、
実行してください。

詩編第２５編４節 「主よ、 私にあなたの道を知らせ　行く道を教

えてください。」 ◆私たちは 「導いてください」 と祈りながら、

本当にその道を知ろうとしているだろうか。 「あなたの道を知ら

せてください」 「行く道を教えてください」 「導いてください」 と

口先でなく、へりくだらなければ、祈りにならないのではないか。

道とは、 どこに続くのかということも含まれている。 10 年先、

20 年先も主が見すえていてくださる、 それを確認することだ。

道とは毎日の歩み方でもある。 どんな小道でも、 細部にわたっ

て主の導きを求めよう。

【祈りの時の持ち方 ( 例 )】　

①まず黙想し、次に、自分の心を神に向けるために賛美する。
賛美曲を歌えない場合は、歌詞を味わう。
②御言葉を読み、自分へのメッセージが何かをさぐる。例え
ば、神の恵み、告白すべき罪、従うべき命令、ならうべき模
範など。
③自分が神のメッセージにどうこたえるのかを祈る。感謝や
信頼の表明、悔い改め、服従、献身など。
④自分の祈りだけでなく、できるだけ「祈祷課題」も祈る。

●賛美／ 164 ●祈祷課題
◆昨日、礼拝に集えなかった人が恵
みからもれないように。
◆この教会も世界宣教の一拠点であ
ることを自覚し、重荷を持って祈れ
るように。特に共産圏、イスラム圏
伝道が進むように。迫害にある宣教
師のために。現地語聖書の翻訳が進
むように。異端からの救出が進むよ
うに。台湾活水泉の活動のために。

詩編第２６編２節 「主よ、 私を調べ、 試してください。 私の思い

と心を確かめてください。」 ◆私たちは訓練を嫌う傾向にある。

だが、 主イエスが荒れ野で試みを受けられているように、 私た

ちには、 神を渇望する訓練が必要なのだ。 あまりに満たされ続

けていると、 当たり前のように恵みを受け、 感謝もでてこない。

そして、 いつの間にか傲慢になるのだ。 試される時、 試みられ

る時、 練りきよめられる時に発せられる、 私たちの叫びこそ、

私たちが傲慢にならないために必要なのではないか。 恵みを求

める力が強められるための機会ともなる。

詩編第２７編１節 「ダビデの詩。 主はわが光、 わが救い。 私は

誰を恐れよう。 主はわが命の砦。 私は誰におののくことがあろ

う。」 ◆以前にも申し上げたことがあるが、 これは横浜教会の

牧師だった菅野鋭先生の遺言のように扱われてきた詩編であ

る。 獄中でなくなった時、 遺品として渡された聖書のこの詩編

のページに、 家族のはがきがはさみこまれていたため、 殉教日

を記念する１２月第一礼拝に朗読されてきた。 敵に囲まれ、 暴言

をはかれるような時も、 天を見上げ、 主を待ち望む姿勢を私た

ちも貫きたい。

●賛美／ 165 ●祈祷課題
◆日本福音同盟、日本福音連盟、聖
化交友会、キリスト教各出版社、Ｅ
ＨＣ、ケズィック、太平洋放送協会、
ＦＥＢＣ、キリスト者学生会、日本
国際飢餓対策機構、ワールド・ビジョ
ン、いのちの水計画、総動員伝道、
Hi-b.a.、日本国際ギデオン協会 ( 聖
書配布 )、新生宣教団等の働きとス
タッフのため。

●賛美／ 166 ●祈祷課題
◆新会堂が与えられるように祈りま
しょう。①バス通りに面した場所に
良い土地が与えられるように②十分
な資金が与えられるように③早期に
建てられるように
◆宗教法人を取得できるように
◆伝道の拠点が祝福され、用いられ
るように。( まきば、小山宮下事務所、
向陽町 )



【木曜日】◆弱っている方々、病にある方々のために祈りましょう。        

【金曜日】◆礼拝出席平均が 50 名以上となり、受洗者が年間 3 名以上与えられるように祈りましょう。       

【土曜日】◆聖日に備え、健康が保たれ、出席しやすい天候が与えられるように祈りましょう。

【日曜日】◆新来会者が起こされるように祈りましょう。

詩編第２９編５節 「主の声は杉の木を砕き　主はレバノン杉をも砕

く。」 ◆おそらくダビデは雷鳴が鳴り響く中でこの詩を作った。

レバノンの香柏は銘木で有名だが、 高さが４０ｍにもなる大木だ。

そこに雷が落ちて砕かれるのを目にしたら、 だれもが恐れおの

のくだろう。 ダビデはその力が御言葉にあると告白した。 私た

ちは神の言葉をあなどってはならない。「神の言葉は生きていて、

力があり、 いかなる両刃の剣より鋭く、 魂と霊、 関節と骨髄と

を切り離すまでに刺し通して、 心の思いや考えを見分けること

ができます。」 ( ヘブライ 4:12)。

詩編第２８編３節 「彼らは友に平和を口にしますが　心には悪意

を抱いています。」 ◆組織的な詐欺事件が世を騒がし続けてい

る。40年前の豊田商事事件で被害者となった一人の高齢者が、

「あんなに私の話を聞いてくれた人はなかった。 息子のようで、

私に優しくしてくれた。 だからお金は返ってこなくてもいい」 と

言っていたのが忘れられない。 ダビデのもとにも悪い思いを抱

いて近寄ってきた者がいたのだろう。 いい人も多くいる。 だが、

私たちは忘れてはならない。 人には人を救う力はない。 話を聞

くことはできても、 罪からの救いは提供できない。

詩編第３０編６節 「夕べは涙のうちに過ごしても　朝には喜びの

歌がある。」◆ダビデは幾度となく命を狙われている。 この時も、

そのことを思い出して、 乗り越えることができた後、 歌った詩だ

ろう。 「私の魂を陰府から引き上げ　墓穴に下る者の中から生か

してくださいました」とあるわけだから、尋常ではなかっただろう。

そのような逆境の時、あなたはどうするか。 ダビデのように 「涙

のうちに過ごしても」 いい。 だが、 忘れてはならない。 やがて

夜が明け、 朝となるように、 私たちに勝利と共に喜びがもたら

される。

詩編第３１編２２節 「主をたたえよ。 包囲された町で　主は私に慈

しみの奇しき業を行われた。」 ◆神からもたらされる救いとは、

私たちが祈り、 思い描いているような状況の変化や問題の解

決ではなく、 人間の常識、 頭では考えられない、 「ぶったまげ

る」 ような御業である。 私たちは、 そのような御業をなすこと

ができる神への期待があまりにもなさ過ぎる。なぜ無理だと思っ

ているのか。 神は約束してくださっているのだから、 そのように

なると信じなければ、 いくら 「神さま、 信じています」 と言って

いても、 口先だけの祈りは信じていないのと同じだ。

●賛美／ 167 ●祈祷課題
◆教会学校の成長と救い、青年の結
婚、教会員の信仰の成長と家族の救
いのため。
◆教会ビジョンのため（社会宣教事
業、伝道所の開設、保養施設建設、
会堂建築、納骨堂、宗教法人格取得、
学生寮、高齢者住宅）、教会員から
伝道者や献身者が与えられるよう、
教会会計の祝福

●賛美／ 168 ●祈祷課題
◆この教会に聖霊の著しい働きがも
たらされ、リバイバルが起こるよう
に。常に新来会者が与えられ、求道
者、受洗希望者がもたらされて、教
勢が祝福されるように。
◆土屋牧師、淳子師 ( 牧師一家 )、
思乃扶師、石出師の働きのために。
◆老齢の方、病の中にある方々のい
やしのために。

●賛美／ 170 ●祈祷課題
◆子どもを含め、すべての人が礼拝
を守れるように。あらゆる集会が祝
福され、参加者が御言葉によって取
り扱われるように。奉仕者が恵まれ
てご用にあたれるように。
◆ホームページが用いられるよう
に。また礼拝動画が用いられるよう
に。教会から出している週報や印刷
物が用いられるように。

●賛美／ 171 ●祈祷課題
◆この教会に連なるすべての方々が
聖日礼拝を厳守できるように。聖書
通読を続けられるように。御言葉を
味わえるように。祈りに励めるよう
に。ささげる恵みにあずかれるよう
に。積極的に神さまから受けた恵み
を語れるように。
◆受験生、就職活動者、試練にある
者のために。



   おや こで せ
いしょ

おや こで せ
いしょ

●きょうのせいしょ
【ヨハネによるふくいんしょ　21:15 ～ 19】

「わたしに したがいなさい」

( ヨハネ２１：１９）

　ペトロは イエスさまのことをかんがえると、

いつも、じぶんが イエスさまのことを 「しら

ない」「かんけいない」といってしまった こと

がおもいだされて、こころがしずんでしまいま

した。

　その イエスさまが、よげんされたように 

ふっかつされ、いきておられることを みたと

きも、いろいろな はなしを きいているときも、

しょくじをいっしょに していたときも、いつ

も イエスさまに もうしわけない、じぶんは で

しとして ふさわしくないと かんがえていたの

です。でも、どれだけ こうかいしても いって

しまったことは とりかえしがつきません。ペ

トロは こころから よろこぶことは できませ

んでした。

　イエスさまは そんなペトロの きもちを 

しっていました。だから しょくじが おわった

ときに ペトロに いったのです。

「あなたは このひとたち いじょうに わたしを 

あいしているか」

　ふつうならば ペトロは 「あたりまえです。

わたしは だれよりも あなたを あいしていま

す」といえたでしょう。でも、ペトロは そう

いうことができず、「あなたが ごぞんじです」

としか こたえられませんでした。それなのに 

イエスさまは ３かいも おなじように、「わた

しをあいするか」と ペトロに いわれたのです。

ペトロは なきたくなりました。また うらぎっ

てしまうかもしれない、とおもい、じしんを

もって、「あなたを あいしています」といえな

かったからです。

　でもイエスさまは ペトロの こころの きず

を なおすように、しっぱいは だれでもある。

たいせつなことは、わたしにしたがうことなん

だよ といわれ、ペトロを はげまされたのでし

た。ペトロは そのご、イエスさまのすくいを 

しぬまでつたえつづけ、イエスさまをあいし、

したがいつづけることができました。

●かんがえてみよう

☆イエスさまは ペトロに なんと いわれましたか。( ヨハネ 21:15)

☆イエスさまは ペトロに なんかい しつもんをされましたか。( ヨハネ

21:17)

☆イエスさまは さいごに ペトロに なんといわれていますか。( ヨハネ

21:19)
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ブロック (それぞれ 9マスある

ブロックが9つあります) のどれ

にも９文字のいずれかがはいりま

すが、 文字が重なってはいけま

せん。 数独と同じ要領です。
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今週の聖書箇所の中に出

てくる言葉です。それぞ

れを並び替えると 意味が

通る言葉になります。答

えてください。

① ひじのこたつわし

② てりょう

③ めんどさ

④ しじょく



●エルサレムの門
　ネヘミヤ記はエルサレムの城壁の再建の様子

を記しています。城壁がなければ町を守ること

はできません。帰還した民たちが分担して工事

をしました。まず門が対象となりました。3 章

には門の名と担当した人名が、北から始まって

反時計回りに紹介されています。まず「羊の門」、

犠牲の羊が通る門でした。次に「魚の門」、そ

して「エシャナの門」、エシャナは「古い」、つ

まり昔からある門だったと思われます。「谷の

門」、比較的低い場所にあったからでしょう。「糞

の門」、これは灰の門とも呼ばれますが、町か

ら出た汚物などを出すためのもんでした。この

門の近くが谷になっていて、ゲヘナと呼ばれて

いました。ダビデが歌った「死の陰の谷」( 詩

編 23) です。焼却施設のようなものでした。次

に「泉の門」は水の源に通じる門になります。

そして貯水池に続く「水の門」が出てきます。

その次は「馬の門」です。ここから戦いに向か

うことが多かったからか、そう呼ばれています。

そして「東の門」。東は神の栄光が来る方向だ

とされ、救い主もここから入場すると言われて

いました。「ミフカドの門」。ミフカドは「点検

する」「さばく」という意味があり、その場所

で裁定がなされたのでしょう。

聖書ふれあい街歩き

牧師の　聖書

ななめ読み

　原油のほとんどを輸入、しかも中東産に頼ってい
る日本。不安定な政情によって先行きが見通せませ
ん。食料もそうですが、輸入先からの供給が絶た
れたら、私たちの生活は成り立ちません。もっと農
業にも力を入れ、自給自足ができるようにしなけれ
ばならないと思っています。しかし、原油について
はどうにもなりません。ここは外交によってなんと
か乗り切ってもらいたいものです。ただ、私が小学
生の頃に使っていた地図帳には、日本にいくつかの

油田があることが記されていました。最も産油量が
多かったのが新潟でした。
　現地では、まだ油田の跡地から原油が湧き続け
ているのだそうです。ところが、その原油は産業廃
棄物として産廃業者が処分し、燃料や原料に使わ
れることはまったくないとのこと。かえって火災の
危険や大雨が降ると水路に油が流れ出て、詰まら
せる原因になり、水質汚染にも関わってくるやっか
いな「ゴミ」になっているのが現状だそうです。
　戦後、原油の輸入自由化で価格競争に負け、最
盛期は自給率 15% にまで達したものの、結局、採
算があわなくなり、1996 年稼働停止。国が潰した
ようなものです。50 年、100 年先を見て、これから
の政策を練ってほしいものです。

「油田」

な む聖書 先週のこたえ

こるいのけみかです
ですけいこかのるみ
のみかでするこけい
いけでこみするかの
すかるけのいみこで
みこのるかでいすけ
かのみすでこけいる
けいすかるのでみこ
るでこみいけすのか

→

①てんのくにのかぎ
②いわのうえ
③よみのもん
④きょうかい

→

→



伝道者パウロの生涯　１４４ ＊本文を開きながら見ましょう。

パウロの弁明

　
「大隊長はパウロのところに来て言った。『あな
たはローマ市民なのか。私に言いなさい。』パウ
ロは、『そうです』と言った。大隊長が、『私
は、多額の金を出してこの市民権を得たのだ』と
言うと、パウロは、『私は生まれながらのローマ
市民です』と言った。
　そこで、パウロを取り調べようとしていた者た
ちは、直ちに身を引き、大隊長もパウロがローマ
市民であること、そして、彼を縛ってしまったこ
とを知って恐ろしくなった。
　翌日、大隊長は、なぜパウロがユダヤ人から訴
えられているのか、確かなことを知りたいと思
い、彼の鎖を外した。そして、祭司長たちと最高
法院全体の召集を命じ、パウロを連れ出して彼ら
の前に立たせた。」(使徒言行録22:27～30)

【大隊長の判断】
　大隊長はパウロが「生まれながらのローマ市
民」であることを知り、扱い方を変えざるを得ま
せんでした。ローマ法によって処罰される恐れが
あったからです。少なくともパウロから「私は
ローマ市民とは思えない仕打ちを受けました」と
訴えられたら、自分がどうなるかわかりません。
せっかく大隊長まで出世したのに、いっぺんでそ
の地位を失ってしまう可能性があったからです。
　大隊長は、パウロにはめていた鎖を外した上
で、一晩、アントニウス要塞にある施設に留め置
きました。そして、この件を解決するために選ん
だのが「最高法院での審議」でした。パウロの騒
動が政治ではなく、宗教的な相違から来ているの
だと判断したからでした。そして、そこで出た結
果によって、今後のやり方を決めようと思ったわ
けです。
【最高法院】
　最高法院について簡単に触れておきます。
　主イエスがゲッセマネで逮捕された後、「死
刑」を言い渡したのがこの最高法院でして、サン
ヘドリンとも呼ばれるユダヤ人の最高議会であ
り、かつ最高裁判所でもありました。いつから設
置されたか定かではありませんが、バビロン捕囚
ののち、国家再建を担った指導者たちが国家運営
のために組織したのではないかと考えられ、紀元
前2世紀には祭司の家系で、ユダヤ人たちをまとめ
ていたハスモン家が統治機関として整備したと思
われます。つまり、主イエスの時代には設置され
て１００年以上経過していますので、自治機関と
して機能を果たしていたのです。
　ただし、その間、ローマに支配されてしまった

こともあって、政治的な動きは制限されました
が、宗教的な権威は維持され、社会の変化に伴う
律法の解釈、異端の裁定、また神殿の管理やロー
マとの交渉事も担っていました。
　組織は大祭司が議長を務め、議員の定員は70人
なので、71人で構成されていました。福音書など
でもたびたびその様子が紹介されていますが、祭
司階級であるサドカイ派、貴族層とも言える長
老、そして主にファリサイ派である律法学者から
選ばれていました。ちなみに、主イエスに会いに
来たニコデモはファリサイ派の人で「指導者」で
あったと書かれているところから(ヨハネ3:1)、サ
ンヘドリンの一員だったと考えられます。議員の
集まりで「我々の律法によれば、まず本人からの
事情を聞き、何をしたかを確かめたうえでなけれ
ば、判決を下してはならないことになっているで
はないか」(ヨハネ7:51)と主イエスを弁護してい
ることからもそれがわかります。ニコデモは主イ
エスの遺体を葬った際にもいるので、主の弟子と
なっていたと考えられます。議員として知られて
いた人物が議会で死刑を受けたイエスを葬りに来
ているのですから、これは非常に勇気のある行動
です。さらに、その遺体を引き取らせてくれと願
い出たアリマタヤのヨセフも「高名な議員」(マル
コ15:43)でした。祭司や律法学者ではなく、エル
サレムの町の有力者、つまり長老として推されて
議員になった人です。名前は挙げられていません
が「議員の中にもイエスを信じる者は多かった」
(マルコ12:42)とあることから、このふたりだけで
はなく、主イエスの弟子、また信奉者はいたわけ
です。ただ、パウロを迎えたこの時の議会に「味
方」がいたかどうかはわかりません。

最高法院の様子



　「教会暦」はキリストの生涯をたどりながら１年を
過すために作られました。当教会では教会暦に、継
承されてきた伝統的記念日を加え、守っています。

＊＊＊顕現節 (1/6 ～ #2/17) ＊＊＊
　降誕日 (12/25) から 12 日後に東方の博士がキリス
トを礼拝した顕現日 (1/6) から始まります。降誕され
たキリストが世界の救い主であることを覚えて過ごし
ます。顕現節の最終主日は受難の整えをされた変貌
のできごとを覚え、変容主日 (#2/15) として守ります。

＊＊＊四旬節 (#2/18 ～ #3/28)＊＊＊
　前年に使用したしゅろの枝を灰にしてかぶり悔い
改めを表した儀式 ( この教会では行いません )、灰の
水曜日 (#2/18) から始まります。レントとも呼び、主
日を除いた復活日前日までの 40 日間、キリストの受
難を覚えて過ごします。
　四旬節に続く受難週 (#3/29 ～ 4/4) は、主イエス
の最後の１週間を覚える週で、エルサレム入城に際し、
しゅろの枝を用いて歓迎したしゅろの主日 (#3/29) か
ら始まり、洗足と主の晩餐が行われた木曜日 (#4/2)、
十字架にかかられた受苦日 (#4/3) と過ごしていきま
す。

＊＊＊復活節 (#4/5 ～ #5/23)＊＊＊
　キリストが死にかって復活されたことを祝うイース
ター ( 復活日・#4/5) から始まります。春分の日の後
の最初の満月の次に来る日曜日と定められているの
で、祝日が毎年変動します。40 日後のキリストの昇
天 (#5/14) を迎えたのち、復活節の最終主日 ( 昇天主
日#5/17) となります。

＊＊＊聖霊降臨節 (#5/24 ～ #11/28)＊＊＊
　復活日から 50 日目、聖霊が使徒たちに降ったこと
を記念する聖霊降臨日 ( ペンテコステ・#5/24) から

始まり、三位一体主日 (#5/31) では父、御子、御霊の
働きを告白し、過ごします。最も長い節期となります。

＊＊＊待降節 (#11/29 ～ 12/24)＊＊＊
　救い主キリストの誕生を祝う備えをしながら、待ち
望むアドベント ( 待降節 ) は、11 月 30 日に一番近い
主日から始まります。降誕を祝うクリスマスは 12 月
25 日ですが、クリスマス礼拝 (#12/20) は、25 日以前
の日曜日を選んでをささげています。

＊＊＊降誕節 (12/25 ～ 1/5)＊＊＊
　イエス・キリストの誕生を祝う日(12/25)から始まり、
顕現日前日までの期間を指します。

【記念日】
母の日 (5/10・5 月第二 )
ウェスレー回心記念日 (5/24・1738 年 ) 
花の日 ( 子どもの日・6/14・6 月第二 )
父の日 (6/21・6 月第三 )
ホーリネス弾圧記念日 (6/26・1942 年 )
宗教改革記念日 (10/31・1517 年 )
収穫感謝日 (11/22・11 月第四 )

【当教会行事】
新年元旦礼拝 (1 月1日・木 )
成人祝福礼拝 (#1/11・１月第二 )
聖書愛読週間 (#3/22 ～ 28)
みふみの日 (3 月 23 日 )
教会創立記念礼拝 (3 月最終主日 / 創立記念日 3/29)
最後の晩餐集会 (#4 月 2 日夕 )
召天者記念合同礼拝 (#6/14・６月第二 )
弾圧記念礼拝 (#6 月 28 日・26 日前後の主日 )
石出忠師記念礼拝 (#7 月 5 日・7 月第一 )
敬老祝福礼拝 (#9/13・９月第三 )
子ども祝福礼拝 (#11/1・１１月第一 )
クリスマスイブ礼拝 (12 月 24 日夕・木 )

２０２６年教会暦・年間行事
( ＃はその年によって変動します )

◆何もわからないのですが。
　必要なものはお貸しし、一つずつお教えいた
します。また信仰の強要はいたしません。
◆礼拝とは何ですか。
　私たちの悩みは神から離れていることに原
因があります。礼拝で神を賛美し、祈り、御言
葉を聞くことにより、人間のあるべき姿を取り
戻していく、それが礼拝です。
◆献金とは何ですか。
　神への献身を表すもので、お布施や聴講料、
会費ではありません。本人の意志に任されてお
り、あくまでも自由です。趣旨のわからない方
はなさらなくても問題ありません。
◆聖餐式とは何ですか。
　信仰告白をし、洗礼 ( バプテスマ ) を受けて
おられる方のみになりますが、主イエスと共に
生きていることを確認する儀式で、聖別された

パンとぶどう液をいただきます。
◆信者になるにはどうしたらいいですか。
　自分の意志で主イエスの福音を信じ、洗礼を
受けることにより教会員 ( 信者 ) と呼ばれます。
◆キリスト教会は様々な教派があります。
　大きく分けてカトリック教会とプロテスタ
ント教会があります。プロテスタント教会は、
設立された時代や地域、歴史的な背景によって
成立が違うため、多くの教派がありますが、憎
み合っているのではなく、互いの特色を認め合
い、助け合っています。
◆にせのキリスト教会がありますか。
　キリスト教の枠組みからずれている教えにつ
いて、私たちは異端と呼んでいます。代表的な
団体には「エホバの証人」「モルモン教会」「世
界平和統一家庭連合」などがあります。特に韓
国系キリスト教活動にはお気をつけください。
お困りの方は牧師までご相談ください。

キリスト教まるわかりQ&A
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教会紹介
●歴史
　私たちの教会は、ジョン・ウェスレーを源流とす
るメソジスト( 青山学院、東北学院など ) の信仰を
継承しており、メソジストの教職であった中田重治
が１９０１年に創立したホーリネス教会の信仰を受
け継いでいます。２０２２年３月２７日に創立いたし
ました。
●教義
　旧新約聖書６６巻を誤りない神の言と信じ、唯一
の正典として信仰生活の規範にしています。また三
位一体の神を信じ、イエス・キリストによる以外に
救いがないことを告白しています。特色は、下記に
紹介する四重の福音を強調していることです。

【四重の福音】
　四重の福音は、長老教会の牧師Ａ．Ｂ．シンプソ
ンが提唱したものを、ホーリネス教会の創設者中田
重治が自らの信仰に基づいた理解を加え、福音宣教
の際に掲げた教えです。
　人間の幸せは神と共に生きることで実現するので
すが、神を認めず生きているため、むなしく日を過
ごしているのが現実です。しかし、イエス・キリスト
が十字架によって神と人との絆を回復してくださっ
たのです。これが福音です。この福音を信じることで、
人間は本来もっていた真の幸いを覚えながら、充実
した人生を送れるのです。
　中田は、聖書に書かれてあるこの福音をわかりや
すく語るべく、前述の提唱にある新生、聖化、神癒
(しんゆ )、再臨 ( さいりん ) の４項目に基づいて、以
下のようにまとめました。
◆新生　　キリストの十字架と復活を信じ、新しく
生まれ変わること。これにより、天に住まう者のように、
日々に喜びが与えられる。（コリントの信徒への手紙
二 5:17 など）
◆聖化　　神に属する者であるとの自覚が与えられ
たことで、自己中心に生きていた心が砕かれ、同時に
神中心の生活を求め始め、神のきよさに近づくこと。

（ガラテヤの信徒への手紙 2:19 ～ 20など）
◆神癒 (しんゆ )　　肉体を持っているがゆえに弱
る私たちが、神のあわれみにより、病い、そして死
の恐怖にも打ち勝つ力が与えられ、苦しみから解放
されること。（出エジプト記 15:26 など）
◆再臨 ( 栄化 )　　キリストが再び地上に来られる
こと。その時、死んだ聖徒たちは復活し、生ける信
徒は死を経験せずに天に挙げられる。（コリントの信
徒への手紙一 15:51など）
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